
次期大津市行政改革プランの方向性について 

 

１ 全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア 位置づけ 

① 総合計画実行計画の下支えの計画とする。（分野別計画の１つ） 

    ② 基本構想期間の最終の期であり、行革プランの集大成とする。 

 イ 内容 

    ① 行革プラン 2021の方針、考え方を引き継ぐ。 

② 行革プラン 2021の取組を推進し、充実させる。 

③ 総合計画実行計画の施策内容との整合を図る。 

 

２ 行政改革大綱 

 ア 内容 

    ① 第１期、第２期の流れを継承する。 

    ② 行革プラン 2021の内容の見直しを主とする。 

    ③ 国の動向、他市の大綱を参考に、最新のトレンド、キーワードを反映する。 

 

３ 改革実行プラン 

 ア 内容 

    ① 行革プラン 2021の取組項目の継続及び充実を主とする。 

    ② 新しい取組について、大綱に掲げた「大切にする考え方」に基づき検討する。 

③ 総合計画や個別計画との整合を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津市総合計画2017 基本構想 12年  （平成29（2017）年～令和10（2028）年） 

 

実行計画 

平成29（2017） 

~令和２（2020） 

実行計画（次期） 

令和７（2025） 

~令和10（2028） 

第２期実行計画 

令和３（2021） 

~令和６（2024） 

行政改革プラン 

2017 

 

 

 

 

   

 

大綱   ４年 

改革実行プラン ４年 

毎年度検証 

見直し（終了項目など） 

行政改革プラン 

2021 

 

 

 

 

   

 

大綱   ４年 

改革実行プラン ４年 

毎年度検証 

見直し（追加項目など） 

行政改革プラン 

（次期） 

 

 

 

 

   

 

大綱（次期）    

改革実行プラン（次期） 

毎年度検証・見直し 

取組項目４５ 取組項目３０ 取組項目 ** 

施策 33 

社会状況の変化に対応した

持続可能な都市経営 

資料２ 


